
住所

連絡先

移動時間 三浦：26分 浦頭：15分

駐車場 バス：3台 車：10台

営業時間

休日 所要時間

利用料金 ＨＰ

販売実績 客層

周遊ルート（例） 近隣施設

H30年来場者数：26,005人 平和学習

―

9：00～17：00（16：30受付終了）

年末年始（12月29日から1月3日）

https://www.sasebo99.com/spot/61274無料

写真

30分（見学）※団体は要予約

佐世保市寄港地観光情報

観光資源名称　≪無窮洞（旧宮村国民学校地下教室)≫ 形態：日本遺産

【基本情報】

佐世保市城間町3-2

①　港→針尾無線塔→ラオックス(昼食）→梅ケ枝酒造→無窮洞→港
②　港→針尾無線塔→西海橋（昼食）→梅ケ枝酒造→無窮洞→港
③　港→梅ケ枝酒造→無窮洞→西海橋（昼食）→針尾無線塔→ラオックス→港

ハウステンボス、針尾無線塔、梅ケ枝酒造、ラオックス（和泉
屋）、いちご狩り（パラダイスガーデン）

【施設概要】

第二次世界大戦のさなか、当時の宮村国民学校の教師と小学生たちが掘った巨大な防空壕で、
中は幅約5ｍ、奥行き約20ｍ、生徒500人が避難できたというほどの大きさ。避難中でも授業や
生活ができるように、教壇まで備えた教室をはじめ、トイレや炊事場、食料倉庫、さらには天
皇の写真を奉ずる御真影部屋まで設けてあり、戦時下の時代背景を知ることができる。 当時４
年生以上の児童がツルハシで堀り進み、下級生が石を運びだし、女子生徒がノミで仕上げたと
いわれ、工事は昭和18年8月～終戦の昭和20年8月15日まで続けられた。 天井は小学生の手によ
るものとは思えないほど、美しいアーチを描き、平和の祈りが聞こえてきそうな趣きを持つ。
平成28年4月には、日本遺産「鎮守府～日本近代化の躍動を体感できるまち～」の構成資産とし
て認定。

参考（写真等）

https://www.sasebo99.com/spot/61274

